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抄録：眼球運動測定による視線軌跡という観点から、OPAC の探索行動を明らかにするこ

とを試みた。OPAC の検索結果一覧から、検索課題に適した図書を選択するまでの大学生

の視線軌跡を測定した。OPAC 画面をタイトルや配架場所など意味のある要素ごとにブロ

ックに分け、利用者がこれらブロックをどのような順序で見ていくのかという視線パター

ンを明らかにした。その結果、一覧画面ではタイトルを中心に停留し、詳細画面では注記

など必要とする情報部分を中心に視線パターンが形成されていた。 
 
1. はじめに 

OPAC の探索行動に関する研究は、これまで

様々なアプローチで行われてきており、インタ

ビュー、プロトコル分析 1)やログの調査 2)によ

る研究などがある。 
本研究では、OPAC 画面の見方、つまり眼球

運動測定による視線軌跡という観点から、

OPAC の探索行動を明らかにすることを試み

る。利用者が OPAC 画面のどの部分や要素を

どのような順序で見ているのかという視線パ

ターンを明らかにすることが目的である。 
 
2. OPAC の探索行動実験 
2.1 実験の概要 
本実験では、検索式の立て方や検索システム

の使い方を調査することが目的ではなく、検索

結果をどのように見て、正解と考える図書を選

んでいるかを、視線軌跡から分析する。そのた

め、検索語を入力するといったことは行わず、

あらかじめ用意した検索結果の一覧画面をみ

て、その中から検索課題に適した図書を選択す

るまでの視線軌跡を測定した。 
実験は、3 つの課題を用意した。1)映画の原

作小説を探す課題、2)改題された本を探す課題、

3)地球温暖化に懐疑的な意見をまとめるため

に必要な図書を 3 冊探すという課題である。

1)、2)については注記など詳細画面での書誌事

項の確認が正解するには必要であり、3)は主題

検索に近い課題である。 
 被験者に対する実験は、①視線軌跡を測定す

るための装置の設定、②実験の注意事項と概要

の説明、③被験者が課題を行う、④インタビュ

ー、という手順で行った。視線軌跡はアイマー

クレコーダ(VOXER EMR-AT)を用いて測定

した。②では、注意事項と概要をまず被験者に

読んでもらい、さらに、実験者が口頭で課題の

内容を確認した。実験中は画面から目を離すこ

とができないため、気になる点やメモをしてお

きたいことは発言するようにしてもらい、実験

者が代わりにメモをとった。②と③は 3 課題分

繰り返した。課題は、それぞれ順番を変えて被

験者に与えた。④は、全ての課題が終了した後

に行い、各課題について選んだ図書に対する判

断基準、OPAC の経験・知識、インターネット

の利用経験などを聞いた。 
2.2 実験に使用した検索画面 
 検索結果の画面は、慶應義塾大学の OPAC
をもとに作成した実験用の仮想 OPAC 画面で

ある。実際の OPAC と同様、検索結果一覧表

示とそれぞれのレコードに対する詳細画面と

いう構成にし、普段使用している OPAC とほ

ぼ変わらない画面とした。検索結果一覧画面に

は 1 ページに 5 レコードずつ表示した。画面

はスクロールせずに、すべてのレコードが見ら

れるように設定した。各レコードは、リンクが

張られており、クリックすると詳細画面が見ら

れるようになっている。 
2.3 被験者 
被験者は、慶應義塾大学の法学部に属する 1

年生から 4 年生までの大学生を対象とした。各

学年 8 名、合計 32 名の被験者から得た視線軌

跡のデータを分析対象とした。 



3. 実験結果の分析 
3.1 分析対象の課題 

本発表では、3 つの課題のうち 1)の課題のみ

を対象に分析した。具体的には「2002 年にリ

メイクされた映画『惑星ソラリス』には原作小

説があるらしいので、それを探し、今日借りて

帰ることにしました」である。課題に該当する

図書を検索結果の中から一冊選んでもらった。 
検索結果は、6 レコードを用意し、最初の一

覧画面に 5 レコード分を示し、2 ページ目の一

覧画面に 6 レコード目を示した。 
この課題は、映画『惑星ソラリス』の原作の

著者がスタニスワフ・レムであること、レムの

著作集の中に「ソラリス」が含まれていること、

この 2 点を自分の知識もしくは詳細画面から

知っておく必要がある。最終的には一覧画面の

2 番目に表示されているレコード『スタニスワ

フ・レムコレクション』が正解となる(図 1 参

照)。これは、一覧や詳細画面など OPAC の書

誌事項表示の役割を理解しているかを、確認す

るための課題である。 
3.2 実験結果の分析方法 
今回分析対象とした画面は、このソラリスの

課題の 1)1 画面目の一覧画面（つまり最初の 5
レコードのみ）を最初に見た場合と 2)詳細画

面の中で最も多くの被験者が見た 3 番目のレ

コードの詳細画面の最初に見た場合の 2 画面

とした。一覧画面は 32 名分、詳細画面は 15
名分が対象となる。 
アイマークレコーダによって測定された注

視点のうち、50pix の範囲に 0.15 秒とどまっ

た点を停留点とし、これをもとに分析した。 
分析対象の一覧画面をブロックに分割した

ものを図 1、詳細画面を図 2 に示す。一覧画面

は、レコードごとに、1)タイトル・責任情報、

2)出版情報、3)所蔵状態、4)所蔵状況、5)その

他のブロックにわけた。詳細画面は、1)タイト

ル、2)出版事項、3)原書名・注記、4)分類、5)
状態、6)場所、7)請求記号、8)その他にわけた。

全被験者の視線が、各画面において、どのブロ

ックにどの順序で停留していたかを分析した。 
 

4. 被験者の視線軌跡 
4.1 ブロックごとの停留時間、停留回数 
4.1.1 一覧画面 

32 名分の一覧画面の各ブロックごとの総停

留時間、総停留回数、平均停留時間を表 1 に示

す。表中のタイトル(T)、状態（S）、場所（L）、

出版情報(P)、その他は、5 レコードの各ブロ

ックの数値をまとめたものである。表から、「タ

イトル」に停留した回数は 711 回で、次に停

留した「出版情報」の 203 回と比べても圧倒

的に「タイトル」に停留していることがわかる。

被験者ごとに見た場合でも、31 名の被験者が

停留時間、回数ともにタイトルがもっとも多か

った。被験者は「タイトル」に最も着目し、次

に、「タイトル」と同じ行に提示されている「出

版情報」を見ながら、検索結果を評価している

ことがわかる。インタビューの結果からも、該

当する図書かどうかの判断基準はタイトルに

用いられている語という発言が多く、多くの被

験者はタイトルを中心に検索結果を見ている。 
32 名分のレコード単位での総停留時間と総

回数をまとめたものを表 2 に示す。表から、被

験者はレコード 3 とレコード 5 をよく見てい

ることがわかる。この 2 レコードは AV 資料で

あるが、『惑星ソラリス』というキーワードが

タイトル中に含まれており、このキーワードに

つられてみている被験者が多いと考えられる。 
インタビューからも、レコード 3 や 5 を見

た理由として“一応題名が・・検索ワードと一

緒だから。でも 3 と 5 を見て両方とも AV だっ

た”や“やっぱり最初はこの「ソラリス」とい

うのが見たくなるじゃないですか。「惑星ソラ

リス」が”と発言しており、被験者はタイトル

に含まれる語を基準にしながら、検索結果を見

ていることがわかる。 
4.1.2 詳細画面 

3 番目のレコードの詳細画面における 15 名

分の総停留時間、総停留回数を表 3 に示す。一

覧画面では、圧倒的に「タイトル」をみている

時間が長いのに対し、詳細画面ではほとんど停

留しておらず、「原書名、注記」と「出版情報

ほか」が中心である。特に、注記部分には、原

作に関する情報が含まれており、これを確認し

ていた可能性が高い。インタビュー結果からも、

“3 番をクリックしたときに原作の作者の名

前が、スタニスワフ・レムって書いてあったん

で、それが原作だと思って、その人が書いてた

本を選びました”と発言しており、詳細画面か

ら原作の情報を得た被験者もいた。詳細画面を

見た被験者は、一覧画面では表示されない付加

的な情報を得ようと詳細画面を見ていた可能

性がある。詳細画面においては、画面全体を見

るのではなくて、被験者が確認したい情報の部

分のみ見ている。 



4.2 視線軌跡パターン 
 被験者の停留点が移動したブロックを順番

に並べ、ブロックを一つずつずらしながら、推

移ブロック数分だけ切り出したパターンを視

線軌跡パターンとした。推移ブロック数は 2
から 6 ブロックまで調べたが、2 回以上同じパ

ターンがあったのは、一覧、詳細画面とも 5
ブロックまでであった。一覧、詳細画面それぞ

れにおいて、推移ブロック数ごとに回数の多い

上位 3 パターンまでを表 4、5 に示す。 
一覧画面の推移ブロック数 2 の T4+T5 とい

うのは、レコード 4 のタイトル(T4 ブロック)
をみてからレコード 5 のタイトル(T5 ブロッ

ク)へ移動したパターンが、推移ブロック数 2
の視線移動パターンの中で 19 回あったという

ことである。推移ブロック数が 2 もしくは 3
の場合、T4+T5、S3+T4+T5 などのようにレ

コードの数字が降順に並んでいる場合が多い

ことがわかる。これは、被験者が画面を上から

下にみていることを示している。 
さらに、T3 + T4 + T5(5 回)、T1 + T2 + T3(5

回)などのように、「タイトル」のみをみながら

上から下へと移動していることがわかる。これ

は、停留回数のところで示したタイトルに着目

しているという点と同様の結果である。また、

T1 + T2 + T3 + P3(4回)というパターンが見ら

れる。これは 1,2,3 番目のレコードのタイトル

をみて、次に 3 番目のタイトルの出版情報を見

ていることを示している。3 番目のレコードは、

タイトルに「ソラリス」という語が含まれてお

り、タイトルが気になる場合には出版情報も確

認する被験者が多いことを示している。 
 詳細画面では、N(原書名、注記)+P(出版事

項)+N(7 回)、P+N+H(分類)(6 回)、N+P＋

N+H(4 回)などから見てもわかるように、原書

名・注記の部分を中心に見ており、その上下を

行ったりきたりしているという視線パターン

が多いことがわかる。 

5. まとめ 
検索結果のうち、一覧画面においては、被験

者はタイトルを中心にレコードをみること、ま

た、関連しそうなレコードには停留する回数が

多いこともわかった。視線軌跡のパターンとし

ては、上から下へ順にレコードを見る傾向があ

ることがわかった。詳細画面においては、上か

ら下へ見るという傾向は特に見られず、重要な

情報の部分を中心に、その前後を見るという傾

向がみられた。 
一覧画面と詳細画面は、提供する情報の内容

やその役割は異なっている。被験者はこれらの

画面に対して、無意識にでも必要な情報を得る

ために、画面の見方を変えているということが

いえる。 

ブロック 総停留回数 総停留時間 平均停留時間

タイトル（T) 711 04:04.020 00:00.343

状態（S) 160 00:59.442 00:00.372

場所（L) 168 00:47.291 00:00.281

出版情報（P） 203 01:03.326 00:00.312

その他 195 01:09.451 00:00.356

全 1437 08:03.530 00:00.336

N=32 分：秒.ミリ

レコード 総停留回数 総停留時間 平均停留時間

レコード１ 234 01:13.875 00:00.316

レコード２ 200 01:03.561 00:00.318

レコード３ 352 02:01.460 00:00.345

レコード４ 197 01:09.248 00:00.352

レコード５ 259 01:25.935 00:00.332

他 195 01:09.451 00:00.356

全 1437 08:03.530 00:00.336

N=32 分：秒.ミリ

表1　一覧画面の各ブロックの総停留回数・総停留時間・平均停留時間

表2　一覧画面のレコード単位の総停留回数・総停留時間・平均停留時間

視線軌跡パターン 回数

T4+T5 19

T3+T4 17

T3+P3,T2+T3 16

T1+C+T1 6

T1+T2+T3+P3 4

4
T3+S3+T4+T5, T3+P3+T3+T4, T1+T2+S2+T3,
P3+T3+T4+T5

3

T3+P3+T3+T4+T5 3

ZZB+T1+T2+T3+P3, T4+T5+T3+P3+P5,
T1+T2+T3+P3+S4,   S5+T5+S5+S1+T1

2

視線軌跡パターン 回数

N+P 13

P+N 12

N+H 9

N+P+N 7

P+N+H 6

A+P+N 3

N+P+N+H 4

P+N+H+L, L+N+H+N, H+N+P+N, B+A+P+N,
A+P+N+H, A+N+P+N

2

5 N+P+N+H+L, B+A+P+N+H, A+N+P+N+H 2

表4　一覧画面の視線軌跡パターン

4

推
移
ブ
ロ

ッ
ク
数

表5　詳細画面の視線軌跡パターン

2

5

推
移
ブ
ロ

ッ
ク
数

T3+T4+T5, T1+T2+T3, S3+T4+T5, P3+T3+T4 53

3

2
ブロック 総停留回数 総停留時間平均停留時間

タイトル、著者（T) 6 00:01.702 00:00.284

出版情報、形態、シリーズ（P） 64 00:24.577 00:00.384

原書名、注記（N） 89 00:39.873 00:00.448

個人、分類、その他の番号（H) 29 00:08.894 00:00.307

状態（S) 7 00:01.886 00:00.269

場所（L) 19 00:05.606 00:00.295

請求記号（C） 3 00:01.068 00:00.356

その他 25 00:09.445 00:00.378

全 242 01:33.051 00:00.385

N=15 分：秒.ミリ

表3　詳細画面の各ブロックの総停留回数・総停留時間・平均停留時間
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図 2 ブロックに分割した詳細画面 

図 1 ブロックに分割した一覧画面 


